平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費
	事業名:　環境影響評価審査会費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）   　

環境生活部　環境管理課　大気環境担当                         

電話番号：058-272-1111（内2831）
   

E-mail：c11264@pref.gifu.lg.jp                               

	事業費


　要求額：1,978千円（前年度予算額：1,973千円）

	事業内容


	１　事業の内容


○岐阜県環境影響評価審査会の開催 

・方法書及び準備書に対する知事意見を述べる際、学識経験者の意見を参考とするため、大学教授等環境の専門家をメンバーとする「岐阜県環境影響評価審査会」（委員２５名）を開催する。 

・審査会は委員会Ａ及びＢで構成されており、方法書、準備書等の各手続きについて、委員会Ａまたは委員会Ｂを１回開催する。
・条例に基づく技術指針の改定の際は、審査会を開催し意見を聞くこととなっている。
○環境影響評価（環境アセスメント）に対する知事意見の提出 

・「環境影響評価（環境アセスメント）」とは、開発事業の内容を決めるに当たって、それが環境にどのような影響を及ぼすかについて、事業者自らが調査・予測・評価を行い、その結果を公表して国民、地方公共団体などから意見を聴き、それらを踏まえて環境の保全の観点からよりよい事業計画を作り上げていこうという制度。 

・大規模開発事業の実施に伴い、事業者が行う「環境影響評価（環境アセスメント）」の方法書及び準備書が提出されたときは、環境影響評価法及び岐阜県環境影響評価条例に基づいて、岐阜県環境影響審査会の意見を聞いた上で、知事の意見を述べる。
（注） 

方法書：これから行う環境アセスメントの方法を整理したもの。
準備書：方法書をベースに住民及び知事の意見等を踏まえ、予測・評価の結果を整理したもの。
	２　所要経費


　（１）委員報酬　　　1,418千円
　　　　環境影響評価審査会委員への報酬（審査会　2回、委員会　5回）
　（２）審査会開催経費　560千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　 Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
	２　これまでの取組状況


大規模開発事業の実施に伴い、事業者が行う｢環境影響評価｣に対し、環境影響評価法及び岐阜県環境影響評価条例に基づき、適切な指導助言を行っている。
	３　これまでの取組に対する評価


環境影響評価制度が有効に機能することによって、事業者による、事前の適正な環境保全措置が可能となっている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,973
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,973

	要求額
	1,978
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,978

	決定額
	1,978
	
	
	
	
	
	
	
	1,978


